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岩手リアルプラットフォーム連絡会 開設記念フォーラム

日本女性財団 プラットフォーム構築の考え
・一般の人々に広く認知を広げる。支援者を増やして、支援する女性の数を増やす体制を構築する。
・日本女性財団はWAM助成金を最大限活用。Femship Doctors(医療関係者)を3年後に500人、連携
団体1,500 を目指す。

日本女性財団 リアルプラットフォームのパーパス／存在意義
困難な状況にある女性たちがアクセスするプラットフォームを構築し、Femship Doctor側または 支援団体側を
地域で支援する。

岩手プラットフォーム会 テーマ
・女性を応援する人たちが女の子の未来を後押しする
・『支援の船がある iwate』 ー誰かに届く声・知るー

岩手プラットフォーム会 ゴール
女性たちに必要な情報を必要なタイミングで繋がる地域を目指す
医療関係者、各女性支援団体との連携を図り、女性が健康で生きやすく、活躍できる地域を目指す
『日本女性財団』のパーパスと岩手リアルプラットフォーム会開設・キックオフ会 ー知るー

2022年11月22日（火）14:30-16:30



講演内容
・司会進行／西松園内科医院 副院長 滝川佐波子
・オリエンテーション いしどりや眼科 院長 玉木光子
「岩手リアルプラットフォーム連絡会立ち上げに至る想い」
・開会 一般財団法人 日本女性財団 代表理事 対馬ルリ子
「日本女性財団、私たちについて」
・女性たちを救済する医師～Femship Doctor～
津軽保健生活協同組合 健生病院 副院長 齋藤美貴 「東北のフェムシップドクターとして」
・講演1部 講師／岩手県立大学 看護学部 学部長 福島裕子氏
「岩手におけるリプロダクティブ・ヘルス／ライツの支援～“これまで”と“これから”～」
・講演2部 講師／岩手県警察本部 警務部県民課 被害者支援室 課長補佐 佐藤義一氏
「警察における被害者支援」
・フロアからの支援者発言
・閉会

参加対象
・行政関係者・医療関係者・各種女性支援団体・若年層性教育に関わる方及び教育に関わる方
・女性のWell-beingに関心のある方

会場
生涯学園都市会館 まなび学園 〒025-0075 岩手県花巻市花城町1-47



※来賓3名・登壇2名は含まず
※医師内訳：産婦人科医 2
※行政内訳：県議会議員 1、市議会議員 2、町議会議員 5、県職員 1、市議会事務局 3、市職員 2

参加者内訳 2022年11月22日（火）13:50開場 14:30-16:30

予算収支
WAM助成事業



いしどりや眼科 院長 玉木光子先生
（オリエンテーション「岩手リアルプラットフォーム連絡会立ち上げに至る想い」）
新生児遺棄事件後、岩手には活動している団体はたくさんあることに気付いた時、日本女性財団の目指す「プラットフォーム」という
言葉が現実味を帯びてきた。繋がりを持ち協力し合えたらと考えている。

津軽保健生活協同組合 健生病院 副院長 齋藤美貴先生
（女性たちを救済する医師～Femship Doctor～ 「東北のフェムシップドクターとして」）
若年の出産、出産に辿り着いてもその後の生活の現実について、様々な例を講演。
性被害について、相談件数が増加しているが、それはワンストップ支援センターの認知が広がり相談件数が増えたのだと思いたい。

岩手県立大学 看護学部 学部長 福島裕子氏
（ 「岩手におけるリプロダクティブ・ヘルス／ライツの支援～“これまで”と“これから”～」）
助産師の視点から、触れること、反応があること、がコミュニケーションの始まり。コミュニケーションが大事。被害者を責めるその思考、
風潮も変えていく必要がある

登壇内容



岩手県警察本部 警務部県民課 被害者支援室 課長補佐 佐藤義一氏
（「警察における被害者支援」）＊データがないため内容を記載＊

犯罪被害者の権利、誹謗中傷などの二次的被害から守る必要
犯罪件数は減ったが、種類がネットに変わった
性犯罪については、過去5年横ばいだが、警察への届け出が出なければカウントされない
被害者支援という言葉は10年ほど前に出来た

●警察の支援
・長期にわたりフォローが必要なため、24時間電話相談がある
・初診、診断書、性感染症検査、緊急避妊薬、緊急避妊手術、被害届届け出があれば支援する
・精神的なケアにカウンセリング3回の支援もある
・自宅に戻れない場合の一時保護施設

最近多いのが実父
事件発覚までは耐えていても発覚後は学校にも行かれなくなるなど保護をする

●警察には話しにくいことを医療者が連携して相談に乗ってもらえると有り難い
関わりたくないのはわかるが、犯人を捕まえることが大事、金銭的な支援を受けるためにも警察に来てほしい

登壇内容



花巻市長 上田東一様
女性が生きがいを感じて生きていることを尊重することが大事だと考える。健康については女性特有の課題があり、医療専門家が集
まって活動していることは意義深い。まんまるママいわての佐藤美代子さんを花巻市は連携し支援している。今回が女性の健康を
守る活動をする大きなきっかけとなってほしい。

岩手県 保健福祉部 子ども子育て支援室 特命参事兼次世代育成課 課長 佐々木 浩一 様
福祉部長小原様から挨拶文代読：包括的な健康支援対策を進めることが重要で、本県でプラットフォーム設立は大変意義があ
る。本県では、第二次アクションプランの策定、女性の活躍や心身の健康支援に取り組む。本フォーラムを契機に県内の関係者が
結束し女性支援の体制の充実が図られることを祈念する。

花巻市 地域振興部 部長 藤井 保宏 様
地域づくり課は女性活躍・男女共同参画・女性団体の支援をしている。テーマにある「必要な情報が必要なタイミングで届く」地域
住民の為にそのような仕組みを一緒に考えていきたい。

挨拶



まんまるママいわて代表 佐藤 美代子 様
花巻市から委託を受けて産後ケア事業をしている。コロナ禍で451組対応、精神疾患が増えた。夜間休日の相談は、赤ちゃんを
殺してしまいたい、自分も死んでしまいたい。家庭でDVを受けてもコロナで逃げ場もない。警察もコロナで受け入れてくれず、結局自
分で外出して救出に行った。問題は望まない妊娠からスタートしている。

もりおか女性センター 高橋 和佳子 様
ジェンダー平等、性被害支援に取り組んでいる。玉木先生の意気込みに感動した。多職種連携を願う。

村井産婦人科小児歯科医院 産婦人科医 村井正俊 様
警察のお金の支援がある、ではなく個人的にはそうなる前に何とかできないか、小学校から性教育が必要と思っている。年を取れば
妊娠しにくくなるという話ではなく、30歳なら何％、45歳なら何％、きちんと数字で表せば、ライフプランをもっと考えるようになる。性
犯罪も、性犯罪の罰とは何か、具体的に示す必要がある。教師が子供に手を出す、教師になろうとしている大学生にどう説明すべ
きか、社会人になる前に、もう一度性教育が必要。岩手を安心な地域にしたい。女性が力強く生きていける街にしたい。

参加者からの発言

対馬 ルリ子 代表理事
女性財団は、皆様の話、この経験を全国に活かし伝えていかなければならない。

吉川 千明 理事
前例がないことをすると乗り越えなければならないことが起こるが、みんなで乗り越えましょう。

まとめ



会場外観・レイアウト



チラシ・式次第・名簿



当日の様子



メディア掲載
2022.11.23
岩手日報



メディア掲載
2022.11.24
岩手日日新聞



●閉会後にアンケートを取りました●
来場者49名の内、メディア、ボランティア、財団、計17名を除き32名中 回答者22名

①居住地
②ご職業
③本フォーラムに期待したことを教えてください(複数回答可)
④本フォーラムは期待した内容だったか教えてください
⑤本フォーラムの内容はご自身の今後に変化を与えるきっかけとなるような内容だったか
教えてください
⑥良かった点や今後に活かしたいと感じたこと、又はよくわからなかったことを教えてください
⑦これからの「岩手リアルプラットフォーム会(または日本女性財団)」の活動に期待するこ
とをお聞かせください
⑧これからの「岩手リアルプラットフォーム会(または日本女性財団)」の活動にこんなことで
協力できる、ということがありましたらお聞かせください



アンケート 結果
①居住地

盛岡市
9人

花巻市
7人

紫波町
4人

滝沢市
1人

奥州市
1人

②ご職業

公務員
8人

医療従事者
6人

団体職員
2人

その他
6人



アンケート 結果
③本フォーラムに期待したことを教えてください(複数回答可)

日本女性財団とは何か知りたかった（活動に興味があった）
13件

フェムシップ・ドクターとは何か知りたかった(活動に興味があった)
12件

講師の講演に興味があった
16件

その他
1件

その他は 男女共同参画の捉え方 でした



アンケート 結果
④本フォーラムは期待した内容だったか教えてください

⑤本フォーラムの内容はご自身の今後に
変化を与えるきっかけとなるような内容だったか
教えてください



アンケート 結果 ⑥良かった点や今後に活かしたいと感じたこと、又は
よくわからなかったことを教えてください



アンケート 結果
⑦これからの「岩手リアルプラットフォーム会(または日本女性財団)」の活動に期待することを
お聞かせください



アンケート 結果
⑧これからの「岩手リアルプラットフォーム会(または日本女性財団)」の活動に
こんなことで協力できる、ということがありましたらお聞かせください
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